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１．はじめに 

令和７年９月 12 日、三重県四日市市中心部に位置する地下駐車場

（くすの木パーキング）において、観測史上最大の集中豪雨により地

下駐車場が浸水し、274台の車両に被害が発生した。本件は、近年の気

候変動の影響により増加傾向にある集中豪雨による都市型水害の典型

的な事例であり、地下駐車場等の安全確保や管理体制のあり方に関し

て、全国的にも重要な課題を提起するものとなった。 

  

この状況を受け、国土交通省では、被災状況を踏まえた施設の復旧

方法や今後の対策強化を検討するため、学識経験者等から構成される

「四日市市地下駐車場施設復旧検討委員会（以下「委員会」という。）」

を９月 26日に設置した。 

  

本委員会では、当日の気象・浸水状況や管理状況、防止対策の事例・

技術について審議を重ね、11月 14日に「中間とりまとめ」を公表し、

事実経過をはじめ、主な課題と今後の方向性について示したところで

ある。本最終とりまとめは、その方向性を具体化し、施設の復旧と防

災力強化の方針を整理したものである。 

 

本委員会としては、本最終とりまとめが、くすの木パーキングの早

期復旧と安全性向上、さらには全国の地下施設の防災力向上に資する

ことを強く期待するものである。  
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２．災害等の事実経過    

（１） 駐車場の概要 

 

四日市市地下駐車場（くすの木パーキング）は、四日市市中心部の

国道１号及び中央通り（四日市市道）地下に位置する地下２階構造、

最大駐車台数 509 台の駐車場である。うち、国道側の駐車場（平成

９年完成、駐車可能台数 203台）については、国土交通省が整備し、

PFI事業にて TFI（株）が管理運営を行い、日常管理については、TFI

（株）から（株）ディア四日市に委託されている。また、市道側の駐

車場（平成９年完成、駐車可能台数 306台）については、（株）ディ

ア四日市が整備し、日常管理を含む運営管理を（株）ディア四日市が

行っている。 

 

（２） 気象状況 

 

令和７年９月 12日（金）夜、三重県北部では短時間で猛烈な雨が

降り、四日市市では、21 時 53 分に大雨警報（浸水害）、22 時 08 分

に記録的短時間大雨情報等が発表された。 

  

津地方気象台四日市観測所の降雨データによれば、21 時 10 分か

ら降雨強度が強まり、22 時 50 分までの 10 分あたり 12mm～25mm の

強い降雨が続き、降り始めから 13日０時までの連続雨量は 202mmを

記録した。また、21 時 14 分から 22 時 14 分までの１時間あたり雨

量については、観測史上最大の 123.5mm となった。なお、この雨量

は、これまでの１時間降水量で最も多かった令和元年９月５日の

105mmを 20mm 近く上回っている。 

 

（３） 浸水状況 

 

当日は、歩行者用出入口７か所、車両用出入口３か所、地下横断歩

道連絡口２か所、エレベーター２か所、近鉄四日市駅バスターミナ

ル（以下、「バスタ四日市」という。）を整備する工事に関連する作業

用通路の計 15 か所から地下駐車場への浸水が発生した。 
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22時 20分頃から地下駐車場への浸水が始まり、22時 59分頃迄に

は全ての出入口から同時に浸水したと推定される。駐車場に設置さ

れた監視カメラの記録によれば、浸水開始から約 10分後の 22時 30

分頃には、地下１階東出入口精算所付近で水深が約 15cmとなるなど

急速な浸水が進行したと考えられる。 

  

各出入口等における浸水深については、痕跡調査等から以下の通

り推定している。 

表１ 推定浸水深さ 

【国道側】              【市道側】 

 

地下駐車場への急速な浸水が発生した要因の１つとして、地下駐

車場付近が周辺の地盤よりも低い位置にある集水地形となっている

ため、周辺からの雨水が地下駐車場に一気に流入したことが考えら

れる。 
  

今回の災害による被害については、施設内の最大の冠水深さが約

５m10cmとなり、地下２階部分については完全な水没状態となり、地

下１階部分については約１m20cmの冠水となった。その結果、駐車場

を利用していた 274台（国道側 58台、市道側 216台）に被害が発生

した。なお、人的被害については発生していない。 

 

（４） 現場対応等 

 

当日、駐車場には（株）ディア四日市の委託職員２名が駐車場スタ

ッフとして勤務していた。 

 推定浸水深さ 

東出口（車両） 約 14㎝ 

東入口（車両） 約６㎝ 

歩行者用出入口６ 約５㎝ 

歩行者用出入口７ 約５㎝ 

歩行者用出入口８ 約５㎝ 

歩行者用出入口９ 約５㎝ 

エレベーター 約 15cm 

地下横断歩道出入口（東側） 約７㎝ 

 推定浸水深さ 

西入口（車両） 約 12㎝ 

歩行者用出入口１ 約 10㎝ 

歩行者用出入口２  約 30㎝ 

歩行者用出入口３  約７㎝ 

エレベーター 約 10㎝ 

地下横断歩道出入口（西側） 約１cm 

バスタ四日市工事用出入口 約 45㎝ 
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気象情報の収集については、大雨警報（浸水害）が 21 時 53 分に

発表されたが駐車場スタッフは認知せず、その後、記録的短時間大

雨情報が 22 時 08 分に発表されたが、駐車場スタッフは 22 時 40 分

頃にテレビ報道により認知した。 

  

浸水への対応については、駐車場スタッフは 22 時 00 分頃、地下

横断歩道出入口付近の地上部で冠水がないことを確認し、中央監視

室のモニターで駐車場内の状況監視を実施していた。その後、22 時

20 分頃、駐車場に浸水してきていることを地下１階にある中央監視

室前から目視で確認し、中央監視室への浸水を防ぐ目的で常備され

ていた土のうを中央監視室前に設置した。22時 30分頃、避難のため

出庫する車両に支障がないように料金精算機のゲートバーを上げた。

また、同時刻にディア四日市の職員１名が駐車場に到着した。23 時

00 分頃、地下１階の水位が腰付近まで達したため、これ以上の対応

は危険と判断し、３名のスタッフ・職員は駐車場から避難した。 

  

各出入口（車両用、歩行者用）は止水板により浸水を防止する計画

であるが、いずれの出入口も、急激な浸水のため、止水板を設置する

時間的な余裕がなく、結果として、止水板を設置することはできな

かった。国道側駐車場の車両出入口については、止水板が故障（令和

３年 12月～）しており、設置できない状態となっていた。 

  

関係機関への伝達については、（株）ディア四日市から TFI（株）

に 23時 26分に電話連絡を行い、TFI（株）は 23時 38分頃に災害対

策本部を設置、23 時 41 分には駐車場近くの警備会社に緊急的に応

援要請をおこなった。また、０時 00分頃に TFI（株）から三重河川

国道事務所に電話連絡を実施した。 

 

（５） 各出入口からの浸水量推計結果 

 

各出入口からの浸水量について、以下の条件で推計を実施した。 

（推計条件） 

 出入口幅（各出入口）   ：実測値を使用 

 想定浸水深さ（各出入口）：痕跡調査結果を使用 
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 浸水継続時間（各出入口）：浸水開始時間は、地下駐車場の監 

                         視カメラ映像等の確認結果を使用 

 駐車場への総浸水量     ：地下駐車場内の監視カメラ・痕跡 

                         等の確認結果等を踏まえ算定 

（推計結果） 

 出入口名 浸水量(㎥) 割合(％) 

国道側 

東出口（車両） 7,409 16.1 

東入口（車両） 3,175 6.9 

歩行者用出入口６ 1,239 2.7 

歩行者用出入口７ 1,092 2.4 

歩行者用出入口８ 964 2.1 

歩行者用出入口９ 927 2.0 

エレベーター 44 0.1 

地下横断歩道出入口 138 0.3 

市道側 

西入口（車両） 7,042 15.3 

歩行者用出入口１ 1,678 3.6 

歩行者用出入口２ 6,998 15.2 

歩行者用出入口３ 1,344 2.9 

エレベーター 12 0.0 

バスタ四日市工事用出入口 14,040 30.5 

合 計 46,000 100.0 

※ 地下横断歩道は、地下駐車場の地下１階の１箇所で接続して

おり、１箇所として記載 

 

（６） 止水板設置の所要時間 

 

現状の各施設配置において、人力を中心に止水板を設置した場合

の所要時間について検証を実施した。本検証は、国道側の出入口か

ら順次設置を行うこととし、運搬、設置、移動にかかる所要時間を計

測したものである。結果、全ての止水板設置のためには、合計約２時

間を要することが確認された。なお、実際は、移動経路や設置場所に

おける浸水などの障害があるため、２時間以上を要することが想定

される。 
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（７） 当日の利用者の行動 

 

発生当日の９月 12日（金）の夜間の在車台数について、前週同曜

日９月５日と比較を行った。発災当日夜間は前週と比較して、例え

ば 21時台は約 1.3倍の在車台数であるなど、多くの駐車利用がなさ

れていたことが確認された。また、大雨警報（浸水害）発表後、駐車

場への浸水が始まった 22時台について、前週よりも在車台数の減少

幅が大きいが、全体に対しては僅かな減少となっている。したがっ

て、当日の気象状況やこれに伴う浸水リスクについて、利用者の認

知が低かったものと推定される。  
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３．主な課題と今後の方向性  

（１）当日の対応  

 

【課題１】気象等の情報収集や関係機関への伝達の確実性 

（現状） 

  気象情報について、駐車場スタッフは、大雨警報等を認知せず、記

録的短時間大雨情報は発表から約 30分後に認知した。 

  地上の冠水状況について、駐車場スタッフは一度目視確認したが、

その後の急速な進行を認知できなかった。 

  関係者への情報伝達について、駐車場スタッフは、大雨警報の発表

後、速やかに運営事業者へ連絡することとなっていたが、大雨警報（浸

水害）から 90分以上経過後の浸水被害が拡大してからの連絡となった。 

 

（今後の方向性） 

  地下に常駐するスタッフが、地上の気象状況について、常時自ら情

報収集することは困難である。このため、気象情報の速やかな入手体

制が整っている本来管理者（国）や地元自治体から、現地へプッシュ

型で情報提供を行う体制の構築について検討する必要がある。 

  地上部や施設内部の冠水や浸水状況を、駐車場スタッフが目視で確

認することには限界があるため、浸水検知システムの配備について検

討する必要がある。 

  刻一刻と変化する現場状況について、駐車場スタッフが電話連絡で

多くの関係者に伝達を行うことは非効率であるため、現地情報を関係

者に対してリアルタイムに一斉伝達するシステム（電子メール等）の

構築について検討する必要がある。 

  

【課題２】人力による止水板設置の困難性 

（現状） 

  本地下駐車場の止水板は、基本的に人力により設置することとして

おり、１枚あたり 40kg以上の止水板を地下１階から地上に運搬する必

要もある。このため、急速な浸水が進むなかで、駐車場スタッフの限
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られた人員（２名）で、避難誘導に加えて、10か所以上の止水板を設

置することはできなかった。 

  

（今後の方向性） 

  出入口における浸水深は、20cm以下がほとんどとなっており、地下

駐車場への急速な浸水を抑制・遅延させるために、出入口のかさ上げ

など常時の物理的な対策の実施について検討する必要がある。 

  更に、人力によらず冠水状況に応じて自動的に止水板が稼働する技

術についても導入を検討する必要がある。 

  

（２）防災計画等 

  

【課題３】対策までに一定の時間的猶予がある気象等が前提 

（現状） 

  現行の防災業務計画は、台風やゲリラ豪雨、洪水等を対象にしてい

るが、その対応については、入手する情報以外は同一となっており、

台風のように事前に一定の時間的猶予がある事象と、今回のような時

間的猶予がほとんどない事象との対応の区別など、各災害事象の時間

的特性に応じた対応について規定していない。 

 

（今後の方向性） 

  今回のように短時間での対応が必要となる厳しいケースも想定した

上で、各災害事象の時間的特性に応じたタイムラインの策定について

検討する必要がある。 

  

【課題４】駐車場スタッフへの依存性 

（現状） 

  国道側、市道側合わせて駐車場スタッフは２名の常駐体制であるが、

情報収集・伝達や避難誘導、浸水対策など多くの初動対応を担うこと

となっている。 

  

（今後の方向性） 

  今回のように急速に事態が進行するなかで、駐車場スタッフ２名の
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みで多くの初動対応を行うことは困難であり、かつ人的被害を防止す

るための措置を最優先する必要がある。このため、運営事業者や本来

管理者（国）が初動段階から支援する内容を充実させ明確にするなど、

支援体制の強化について検討する必要がある。 

  更に、運営事業者や本来管理者（国）が現場に到着するまでにはタ

イムラグが生じるため、地元自治体や周辺住民等による協力体制の構

築についても検討する必要がある。 

  

【課題５】管理者間の役割分担の明確性 

（現状） 

  防災業務計画（PFI）では、運営事業者の対応が記載されているが、

本来管理者（国）や市道側駐車場との関係について、緊急連絡先が設

定される程度にとどまり、各管理者の対応が詳細に記載されていない。 

  災害時における国道側、市道側における駐車場の閉鎖を判断する基

準が設定されていない。 

  

（今後の方向性） 

  本地下駐車場は、複数の管理者によって構成される駐車場であり、

円滑な初動を行うためには、統一された計画に基づき行動することが

重要である。このため、本来管理者（国）や市道側駐車場管理者の対応

も含め、初動の役割分担を明確にした計画への見直しを検討する必要

がある。 

災害が想定を超える規模で発生するリスクもあるという認識を前

提に、利用者の安全を確保するためには、駐車場を事前に閉鎖するこ

とが有効である。このため、運営事業者と本来管理者（国）の間の協議

を行い、各災害に対応した駐車場の閉鎖基準の設定について検討する

必要がある。 

  また、災害が事前に予測される場合は、計画的に閉鎖することにつ

いても検討する必要がある。 
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【課題６】訓練の確実性・実効性 

（現状） 

  防災業務計画では、止水板の設置を含めた官民連携の訓練を毎年実

施することとしているが、平成 29年から令和４年の期間は未実施とな

っており、訓練を実施している場合であっても、令和５年以降は本来

管理者（国）への参加要請も行われなかった。 
  

（今後の方向性） 

  訓練で出来ないことは実戦でも出来ないとの強い認識のもとで、運

営事業者だけではなく、本来管理者（国）、駐車場管理者、駐車場スタ

ッフ、地元自治体、周辺住民など関係者による合同訓練を毎年実施し、

訓練から得られた課題や改善策を含めて結果を整理して公表すること

を検討する必要がある。 

  駐車場スタッフは初動時に重要な役割を担う存在であり、計画内容

について十分習熟することが重要であるため、定期的な安全教育の実

施について、有効な教育方法を含め検討する必要がある。 

防災設備については、定期的な点検だけではなく、毎年の訓練にあ

わせて稼働確認を行うとともに、故障リスクを想定した代替措置の準

備についても検討する必要がある。 

  

【課題７】防災施設のメンテナンスの計画性 

（現状） 

  国道側の車両出入口において、止水板の故障が令和３年 12月に確認

されたが、代替措置を含めた対応が行われなかった。 
  

（今後の方向性） 

  止水板の修繕（日常的に発生する不具合対応）と大規模修繕（計画

的に行う交換、部位・部材の取り替え等）については、PFI 事業協定に

おいて本来管理者（国）と運営事業者の役割分担について整理されて

いるが、今回事案を踏まえ、止水板を含めた防災施設の維持管理に関

する役割分担について、より明確化するとともに、現場において協議

が整わない場合の上部機関における調整ルールなどについて検討する

必要がある。 
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こうした施設の点検計画・結果については、透明性を確保することが、

修繕等の実施の確実性を高めていくために重要であり、運営事業者に

よる定期的な公表について検討する必要がある。 

  

【課題８】その他 

① バスタ四日市事業において、地下駐車場への作業用通路が設置され

ていたが、施工計画書のとおり設置された排水ポンプの能力

（50mm/h）を超過する降雨が発生したため、作業用通路から地下駐

車場に浸水した。 

地域における気象状況や冠水等の実績を踏まえ、既存の地下施設

と接続する工事を行う場合は、浸水対策の強化について、あらかじ

め施工業者と駐車場管理者で十分な協議を行う必要がある。特に夜

間や休日など現場に作業員が不在であるケースに留意することが

重要である。 

 

② 本地下駐車場は、過去に浸水した実績（平成 24 年９月、令和２年

９月等）があるが、十分な周知がなされておらず、利用者に認知さ

れていない。 

災害による被害に対して利用者に回避する行動を促すためには、

過去の浸水実績を含めた災害リスクを関係者や利用者に十分な周

知を行うことが重要であり、場内掲示を含めた強化方法について検

討する必要がある。 

 

③ 本地下駐車場は、水防法に基づく避難確保・浸水防止計画（洪水）

を国道側は平成 27年４月に、市道側は平成 29年 7月に作成してい

る。また、国道側については、PFI事業協定において防災業務計画

書が洪水を含めて平成 24 年９月に作成している。国道側の両計画

書については、防災体制に関して異なる記載がなされるなど、整合

性がとれていない。 

災害時の初動は、明確な役割分担のもとで実施することが重要で

あり、PFI事業を前提とした避難確保・浸水防止計画への見直しに

ついて検討する必要がある。 
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４．施設の復旧と防災力強化の方針 

今後の本地下駐車場の復旧にあたっては、今回事案を教訓として、

二度と同じ被災は起こさないという、関係者の強い決意のもとで、次

に示す防災対策を導入し、「先進防災技術と地域協働で築く『次世代型

地下駐車場』への再生」を実現すべきである。 

 

（１） 先進防災技術の導入 

 

① 止水板の自動化 

短時間での集中豪雨に対して、限られた人員の下で多数の出入口

の止水板を人力で設置することは極めて困難である。このため、人

力に依存しない止水対策を導入することが必要であり、各種ハザー

ドの想定浸水深を踏まえ、各出入口において、設置や稼働に関わる

リスクのないかさ上げを可能な限り行った上で、高さの不足分につ

いて止水板で対応することを基本とする。 

止水板については、水位に応じて自動的に起伏する機能をもつタ

イプを基本とする。また、自動で起伏した止水板に利用者が衝突す

ることを回避するため、車両入口については監視カメラやエアー遮

断機などの設置、歩行者出入口は注意喚起看板を設置するなどの対

策を行うこととする。 

止水板及びかさ上げにより確保する高さについては、本駐車場出

入口の側壁の高さ（1.1ｍ）と内水に関する想定浸水深（0.3～１ｍ）

を踏まえ、１ｍに設定する。なお、洪水や高潮の想定浸水深は、１ｍ

を超える箇所もあるため、本対策により確保した高さにより浸水開

始を遅延させた時間を活用した避難方策を検討することとする。 

 

② 浸水センサーの配備 

地下に常駐するスタッフをはじめ関係者は、施設内外における浸

水リスクや浸水状況を確実に把握し、迅速に対策を講じるとともに

応援体制を確保することで、被害を防止することが重要である。こ

のため、本地下駐車場の地上部及び場内に浸水センサーを配備する。 
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地上部については、出入口の標高が低い箇所に設置し、更に周辺

の冠水状況を把握するため、過去の冠水実績がある箇所や下水道施

設にも設置する。駐車場内については、今回の各出入口における浸

水開始時間等を踏まえ、浸水が早期に把握できる箇所に設置する。 

 

③ 地下２階の貯留機能の確保 

地下２階は浸水リスクが高いため、利用実態を踏まえて、国道側

地下２階部分については、可能な限り利用を制限する運用を図る。

また、国道側と市道側の境界部付近に止水壁を設置し、災害時には

断面が大きく地下２階に直結する車両入口からの浸水を利用制限区

画で受け止める機能を確保する。 

なお、この運用の導入に当たっては、利用者に十分な事前周知を

行う必要がある。 

 

④ 防災情報連携システムの整備 

今回の気象情報の収集や被災情報の共有に関する課題や、今後導

入する先進防災技術のデジタル情報の活用等を踏まえ、駐車場スタ

ッフだけではなく、多くの関係者がリアルタイムに情報を共有でき

るシステムを導入する。 

（主な共有情報（内水関連）） 

 気象情報（大雨警報等） 

 浸水センサー情報 

 止水板稼働情報 

 被害情報 

 駐車場利用台数情報 

 下水道施設情報 等 

 

⑤ 排水ポンプ、非常用電源等の強化 

排水ポンプは、屋根のない車両用出入口に降った雨が駐車場内に

浸入する雨水を排水する能力で設計している。建設時は、車両用出

入口への降雨強度を 90mm/hとして設計していたが、最新の「路面排
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水工等に用いる標準降雨強度」の 100mm/h に対応する排水能力に増

強する。また、分電盤への浸水を防ぐため、分電盤等のかさ上げや

気密性の向上を行う。 

非常用電源・発動発電機・受変電設備は、地上部などの浸水影響

を受けない箇所への設置に向けて、地上部で事業中の中央通り再編

事業と設置位置等の計画調整を行う。当面は、早期復旧を目指すた

め、既存位置での気密性やかさ上げなどの耐水性能の強化を実施す

る。 

 

（２） 地域との連携強化（利用者含む） 

 

① まちづくり防災との連携 

（バスタ四日市事業との連携） 

近鉄四日市駅周辺には指定避難所・津波避難ビル等の施設が充分

な状況ではなく、周辺施設と連携し、さらなる防災対策を講じるこ

とが必要であり、バスタ四日市が整備されることで、平常時に待合

施設や賑わい施設として機能する空間を、災害時にも役立つ空間と

して防災機能の向上が期待されている。具体的には、本地下駐車場

は、バスタ四日市事業と以下について連携を図ることとする。 

 バスタ四日市施設内におけるデジタルサイネージ等を活用し

気象状況や駐車場の閉鎖等の情報について周知  

 バスタ四日市に関わるＰＦＩ事業者などから、地上部の冠水状

況等に関する駐車場スタッフへの情報提供の協力  

 バスタ四日市と地下駐車場の合同訓練の実施  

 バスタ四日市の防災業務計画（PFI事業者が策定）において地

下駐車場との連携について明確に位置づけ 

 地震などによりバスタ四日市の利用客が帰宅困難となった場

合の一時避難場所としての地下駐車場の活用、地下シェルター

としての活用を検討 
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（下水道事業との連携） 

四日市市の中心地域では、下水道による浸水対策として 50mm/h対

応の施設整備が完了しており、現在、雨水排水施設の水準を

75.1mm/h に引き上げる事業を推進中（R25 整備完了予定）である。  

本地下駐車場は、下水道の整備状況を踏まえた閉鎖基準等を設定

するとともに、災害時には、下水道管理者において、貯留管の貯留

量情報を関係者で共有することを検討する。  

 

（中央通り再編事業との連携）  

中央通りでは、四日市市の「ニワミチよっかいち中央通り再編基

本計画」等に基づき、バスタ四日市事業や中央通り再編事業で、透

水性舗装など雨水の土中浸透により流出を抑制する都市型水害対

策を実施する予定である。 

 また、空間再編に併せた情報提供施設や避難経路等の機能が確保

される予定であり、本地下駐車場に関わる情報や利用者避難等との

連携について、今後検討を行う。 

 

（流域治水との連携） 

四日市市圏域における二級水系流域治水プロジェクト（令和７年

６月更新 三重県）に位置付けられている三滝川の河川改修などの

ハード対策（氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策）、防災アプ

リなどのソフト対策（被害の軽減、早期復旧・復興のための対策）

と連携し、治水安全度を向上させる。  

加えて、防災アプリによる駐車場浸水情報等の発信について、今

後検討を行う。 
 

② 地域住民との連携 

本地下駐車場は、地域住民の生活や経済に重要な施設であり、災

害時における被害を防止するために、協働を行うことが重要である。

このため、地上部の冠水状況や止水板の稼働状況等について住民か

ら管理者への通報や、管理者から依頼され駐車場閉鎖情報の商業施

設での提供などの協力体制を確保する。 
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③ 合同訓練の定期実施 

出水期前に年１回以上、本駐車場の関係者（国、国道側 PFI 事業

者、市道側管理者、駐車場スタッフ、応援業者）及び四日市市、周辺

住民、バスタ四日市関係者等が合同で訓練を実施する。訓練内容に

ついては、自動止水板の稼働確認、故障時の手動設置、関係者間の

情報伝達、避難経路の確認など実践的な内容とする。 

なお、現場最前線での対応を担う駐車場スタッフに対する安全教

育を徹底し、実施状況について関係者間で共有することとする。 

 

④ 利用者の行動変容の促進 

災害時に被害を最小化するためには、平時から利用者に本地下駐

車場の災害リスクについて十分な理解を促すとともに、災害が予測

される場合は利用を控えるなどの行動変容を促進する必要がある。

このため、過去の浸水実績や地下２階の浸水リスク、閉鎖の基準等

について、場内や Web 上で十分な周知を行う。さらには、プッシュ

型で、災害予測情報や車両移動要請などが出来るシステムを導入す

る。 

 

（３） 防災管理体制の強化 

 

① 大雨時の閉鎖基準の設定 

今回の事案を踏まえ、内水氾濫時の地下駐車場の閉鎖について、

新たに定量的な基準を設定することとし、当面は、過去の浸水実績

よりも安全側の基準を設定する。  

本地下駐車場周辺における下水道の整備状況を踏まえ、閉鎖基準

は時間雨量 50mmを基本として設定する。閉鎖の運用については、四

日市雨量観測所において時間雨量 50mm が計測された時点で閉鎖を

行う。また、本来管理者である国において、事前に時間雨量 50mmの

降雨が予測される場合は、発生予測時刻の２時間前をめどに計画閉

鎖を行う。  

また、標高の低い出入口地上部に設置した冠水センサーや、地下
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駐車場内に設置した浸水センサーが冠水・浸水を検知した場合につ

いても、現場状況や気象状況を確認し、本来管理者（国）と PFI 事

業者、市道側管理者が閉鎖について速やかに協議を行う。  

本基準については、今後の下水道の整備状況や降雨実績等を踏ま

え、有識者の意見を聞きながら、関係者間で適宜見直しを行う。  

 閉鎖後の開放については、気象予測を踏まえ、早期の開放に努め

ることとする。その際に、道路本線と同様に３時間２mm/h以下継続

などを参考とする。  

なお、台風、洪水、高潮についても、別途閉鎖基準について検討す

る。 

 

② 防災業務計画の見直し 

（防災組織） 

防災組織については、災害対策本部長を国道事務所長とし、副本

部長を PFI事業者とすることにより、躊躇のない閉鎖判断や初動対

応の迅速化、応援体制の強化等を図る。  

また、気象情報等について関係機関から迅速かつ広く収集し運用

することが必要なため、情報収集・伝達に関わる班長は国道事務所

の担当責任者を充てることとする。その他の現地対策や避難誘導等

の班長については PFI 事業者の担当責任者を充てることを基本と

する。  

これらの組織構成については、PFI事業における防災業務計画と

水防法に基づく避難確保・浸水防止計画の間で整合を図ることとす

る。また、本地下駐車場が、国道側と市道側で所有者・管理者が異

なることから、市道側の防災組織と十分な連携を図ることが重要で

あり、災害時に両駐車場を統括する組織について、協議の上設置す

ることとする。 

 

（防災体制） 

内水氾濫に関する防災体制については、気象情報や浸水状況を踏

まえ、以下の体制を構築することを基本とする。 
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 準備体制：大雨注意報の発表 

 警戒体制：大雨警報（浸水害）の発表、時間雨量 50mm以上が 

     予測された場合の６時間前  

 非常体制：駐車場閉鎖に関わる雨量や浸水が観測された場合 

対策本部においては、各体制基準にあわせて、速やかに体制を整

えられるよう、人員や資機材を段階的に確保することとする。 

なお、その他の災害についても同様に、気象情報や定量的な基準

を設定することを検討する。 
 

（タイムラインの作成） 

今回と同等の短時間豪雨であっても、確実に被害防止が可能とな

るように、関係者の役割を明確にしたタイムラインを作成する。そ

の際、一部の止水板が稼働しないことも想定した人員や資機材の確

保を盛り込むこととする。 

 

（避難確保・浸水防止計画等との整合） 

本地下駐車場は、国道側駐車場の PFI事業者が作成する防災業務

計画、及び水防法に基づく避難確保・浸水防止計画を作成すること

が必要であり、両計画は本最終とりまとめを踏まえて、本来管理者

である国とＰＦＩ事業者の共同で両計画の整合を十分とりながら

見直すこととする。 

また、市道側の駐車場が作成する各種防災計画についても、平常

時、災害時含めて国道側駐車場と一体的な運用を行う必要があるこ

とから、十分な整合が図れるように協議を行うことが必要である。 

 

③ 防災施設の点検結果の公表 

今回事案において、国道側車両出入口の止水板２箇所が故障中で

あり代替措置を含めた対応が行われていなかったことや、今後導入

する先進防災技術はセンサー類を有しており慎重な点検が必要と

なることを踏まえ、利用者への透明性を図りながら、確実に点検・

補修を実施する必要がある。このため毎年の点検計画や結果につい

て公表するとともに、修繕の予定や必要な代替措置の実施内容につ
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いて公表する。 

なお、今回バスタ四日市の工事に伴う出入口から浸水した課題を

踏まえ、今後同様の工事を行う場合は、浸水防止対策の強化につい

て、あらかじめ施工業者と駐車場関係者で十分な協議を行うことと

する。特に夜間や大雨が予測される場合について十分留意する必要

がある。  
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５．最後に 

本最終報告において、令和７年９月 12日に発生した四日市市地下駐

車場の浸水事案について、事実経過の整理、課題の抽出、施設の復旧

および防災力強化に向けた方針を取りまとめた。 

本事案は、当該施設の立地（四日市市の中心市街地における相対的

低地であること）および観測史上最大の短時間集中豪雨であったこと

を鑑みると、人的被害が出なかったのは幸運であったといえる。しか

しながら、274台の自動車の水没被害が発生し､このエリアにとって重

要な当該施設が現状使用出来ない状態になっている事については､社

会的影響が極めて大きい事案であり、中心市街地における地下空間の

浸水対策という観点から、四日市市の都市防災力の向上における喫緊

の課題を浮き彫りにした。 

本委員会の審議を通じ、施設のハード面の強化、防災管理体制の充

実、利用者・地域への情報提供の徹底、まちづくり防災との連携とい

った対策が必要であることが確認された。特に、急速な降雨への対応

には従来の人力中心の対応だけでは限界があり、止水板の自動化、浸

水センサーの配備などの対策が不可欠である。これは、想定外の事態

が発生した場合や判断の遅れ、機器の故障等を前提とした「フェール

セーフ」の思想に基づき、ハードウェアの自動化・多重化による浸水

防護の確実性を確保するためである。これらの対策を効果的に実行す

るためには、国・自治体・運営事業者・駐車場スタッフ・地域住民が連

携し、平時から関係者合同の訓練を行うとともに、災害時には一丸と

なって対応する「総力戦」の体制構築が重要である。 

最後に、本委員会としては、本件の教訓及び対策を踏まえ、国にお

いて、全国の類似施設共通のガイドラインとして整理・展開し、気候

変動の進行により浸水リスクがさらに増大すると見込まれる中、都市

部地下施設の安全性向上と四日市市のみならず、全国の類似施設にお

ける都市防災力の向上につなげることを強く期待する。 

 

 

 

 



 

21 

 

（松本委員所見） 

本委員会により様々な事実が明らかになる中で、当該地下駐車場に

は大量の雨水が貯留された事が判明した。今後、地下駐車場への浸水

対策が実施されたものの、周辺の排水能力が現状のままでかつその処

理能力以上の大雨が降った場合には、大量の水の行き場が無くなるこ

とになる。その結果、地上の浸水深が相応分上昇する事になり、周辺

の店舗、家屋あるいは諸施設等への浸水被害が大きくなることが想定

される。それを防ぐためには、雨水の排水能力や貯留量を高める下水

道施設整備、河川改修あるいはグリーンインフラ整備なども含めた都

市全体での防災力向上を図ることが極めて重要である。また、「フェー

ルセーフ」の思想に基づき、想定外の事象が発生した場合の対応も計

画しておくことが必要である。 

一方、近年の激甚化・多頻度化・局地化する水害に対してすべてを

インフラ整備だけで守り切るには多大な費用と時間を要す。水害対策

の実施にあたってはコストとのバランスも考慮して、どこまでを防ぐ

ことができるかを明確にして公表するとともに、地下駐車場の利用者

ならびに周辺住民に水害リスクを十分に認識してもらうことが不可欠

となる。 
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（川口委員長所見） 

本委員会で確認した事実経過から、当該地下駐車場が有する現行の

機能や体制では回避が困難な観測史上最大の短時間集中豪雨に起因す

る天災であったと考えられる。ただし、当該地下駐車場が有する止水

板などのハードウェアとしての浸水防護能力が適切に機能すれば、今

回の降雨に対してある程度対応できたと考えられる。また、防災業務

計画に則った対応がされなかったことについては所有者と運営者は大

いに反省するべきである。本委員会の調査の範囲では、これらがすべ

て機能し実施されたら今回の被害を完全に回避できたかどうかは残念

ながら明らかには出来ていない。しかしながら、国道側車両用出入口

の止水板が故障していた事実に鑑みれば、国において適切な代替措置

が講じられていれば、浸水影響を一定程度軽減できた可能性も否定で

きない状況を踏まえ、被害車両への対応については、早期救済等の観

点から適切に検討されることが望まれる。 

地域生活・経済にとって重要な社会基盤である本駐車場について、

早期復旧を最優先に進めるとともに、全国を牽引する先進的な防災機

能を備えた施設として再生されることを強く期待する。 

 


